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J67a 短周期 SU UMa型矮新星 V844 Herの superoutburst (2)
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V844 Herは軌道周期 79分の SU UMa型矮新星であることが知られていたが、近年まで詳細な観測を行うこと
ができなかった。ところが、2006年 4月に 12.4等まで増光していることがVSNETへ報告され、VSNETと鹿児
島大学で可視測光観測を行った。その結果、平均周期 0.055883日の superhumpが検出され、2006年 4月の増光が
superoutburstであることを確認した。また、plateau期間は 2週間以上継続し、その間の減光率は、0.14mag/day
であった。これらの値はいずれも SU UMa型矮新星として平均的な値である。
V844 Herの挙動について議論する為に、1996年の発見からこれまでに観測されてきた outburstを調べると、以
下の点が明らかになった。(1)V844 Herの supercycleは約 300日であった。(2)過去 13回観測されてきた outburst
で、normal outburst が観測されたのは僅かに 2回であった。(3)V844 Herは連続して superoutburstが発生して
いるが、precursor付きの superoutburstがこれまでに一度も観測されていない。
本講演では、約 300日という supercycleにも関わらず、superoutburstが連続して発生しているV844 Herの性
質について、outburst発生時の disk半径や静穏時の disk半径がどのようになっているのか、mass evaporation
(Mineshige et al. 1998) 機構を用いて議論する。また、V844 Herの静穏時の観測結果や、鹿児島大学 1m光赤外
望遠鏡を用いた矮新星観測の将来計画についても報告する。


